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天界新知識
新知識各項に附けた番號は便宜上のもの

で分類に關係はない，各人の分類整理に

鷹用されたい・

　　　　534　　　　　　星團M：5中にあ蚤愛蘭の研究

　メシエの星財嚢團カタログ中の第3番は猴犬座の南東端（赤経13h37m赤緯十29。）

で距離40000光年にある有名な球状星團であるが，此の星團中に1913年に米山ハ1バ

1ド大戦のBailey民は137個の攣星を登営し〔HA・78，　i〕，　1921年Larinkに氏は更

に3ケのi新攣星を登酷した・〔Bergedorf　Abh・2，6〕次で1925年に蜀國のMifller氏はヌ．

42ケの攣星を登見・〔Babels・Verδff・11，1〕5．19，　26年にはSlavenas氏が観測した〔A．N・

249，169〕が，最近に来國コロンビヤ大臣Ruth，erfurd天運毫の」．　L　Greenstein女吏

は更に16ケの新翁面を登見すると共に，ヰ；レソン山天文垂の180・cm反射鏡による寓

眞板を研究して，全部の攣星の観測と光度統計研究とをした・結果は下の如し．〔AN・

6164）

　攣星は総計199ヶ，Bail‘ごア氏が研究し7：　131ケの中，攣光週期が元のま～なのは61ヶ

に過ぎない・Baileyの用みた窺解像の悪いのによるものか？　轍11eτの定めた週期の

中，29星は誤りであった・Greens亡dn女史は第142－199星の殆んど大部分と，其れ以

外の6ケの攣星について週期を見付けた・24ケは週期未定・叉，16ケは攣光しない・

叉，元期の決定の確度は右表の逓b．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　第72攣星がma期　O．456日で四大振幅1，75を有し，

叉，週期0・456－0・500日の間の凍星が大振幅を肩す

ることから，週ma　O．377－O・456日が駈けてみるのと

何等かの關係があるらしい・Sawyer女史〔Hc．366〕

の研究によると，銀河中の星團型攣星にも此の週期

のものは少いeM5，M15，

Bailev

Larink

MUIエer

Slavenas

Grec：nstein

士0。031日

　．022

　．020

　．021

士0．024

　　　　　　　　　　　　　NGC　6723，　NGC　362，　NGC　6121等の星團申にある憂

星についてHC　266，　HB　851，　AN　246，377等にある記事は参考となる・

　銀河申にある星團型壁星と比較するに，週期O・36日以下の星即ちBai］ey氏の言ふ

。種の攣星は，此のM5中には少いが，：光度曲線は弱めてi野州的で，　tak光範園は小

さい・銀河中では此れ程の軍週期の外野でa種の曲線郎ち攣光が大きくて，著しく非

i封照のものがある．例へばB・D．＋004900やRZ　Cepheiの如くである・〔HB・898〕

叉，他の星團や銀河中には，週期0．58日以上の攣星はd種の曲線即ち趣小が短かく，

下降も緩漫である・M3中では極小は更に長くて，下降は比較的速い・

　比較的長週期のものが2ケ，即ちBailey氏の第95番と第154番である・荊者の週期
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は約10D日，後者はBarnard　ffが15・7759日と出してみるが，　Greenstein女史は15・7677

日としてみる・

　M5中の星の約16．3％は二二であるが，中心より2ノ以内は14％となってみるから，

未だ調査不充分らしい・Shapleア氏はM5中の星が一般に非封照的に配列して，主

に位置角277。あたりに多いと言ってみるが，攣星も此のXbでは位置角310。邊が多

い・

　　　　555　　　　　　恒星のスペクトル分類について

　今日Pt般に恒星の分類はFleming，　Cannon雨女史の開拓した所謂Harvard式による

のであるが，近年スペクトルによる懐星親日の決定に必要なため，分光型の獣類法は

非常に精細になり，殊に

　1．米國ヰルソシ由のw・s・Adams．氏等〔Ap・J・55，13（1921）

　2．高明アルツエトリのG．Aqbetti氏〔Aτcetri　Pub・41，9（1924）；42，9（1925）〕

　3．カナダ領：のYoung，　Harper爾氏〔Victoria　pub・5，1・（1927）〕

等は何れもハ1ヅ1ド分類法に擦りつ㍉更に一歩精密に進まうとする企てであって，

船価の注目する所である・

　　　　S56　　　　　　水澤の緯度二化申央局塵止さる

　昨年の七月パリの1・A・U・総會で決定され，既に薗内でも知られてみた通り，岩

手縣水澤町にある緯度襯測所は緯度攣化の中央局の仕事を伊國ナポリ天文塁に移すこ

ととなb，去る一月6日を以つτ水澤は元の通り軍なる一槻測所に蹄つた．俗間で騒

いでみるやうに永澤の槻測駈が全く厳止されるのではないけれど，中央局の資格を失

ふといふ黒酒に旧いτ一大損失であb，近く人事の移動も行はれる模様である’

　　　　557　　　　銀河系の大きさ
　昨年喋喋5日のハレ！講演でプラスケット博士の述べた銀河系の大きさは次の様で

ある・吾銀河系の大酒の形はアンドロメ大星霧によく似てみて，直：纒100，000光年で

あb・厚さは5000光年前後であるが．中心附近では約16000光年の厚さがある・太陽

は之の中心から30000光年の距離に在る・太陽附近の星が中心に封ずる公轄の秒速は

275粁であって，1廻轄するのに224000000年かtSる・ヌ。銀河系全膿の質量は太陽質量

の165000000000倍であって，約その牛分は銀河弼に集まった空間彌散物質に依るもの

であると・〔P・A・S．P．47，335，（1935）〕

　　　　558　　　　　　愛光星は縄計6776個

　今年頭一・月4日に，例によb濁國ベルリンのバベルスベルグ天文塁から小型畠版物

第15巻として憂星目録が到着した・内容はAN第258巻にある第33命名表の中の新雨
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　星555個をも加へて・廃虚総計6776個となってみる・（天界179號第185頁参照）

　全巻殆んど表ばかりで，第一表は各星座毎の攣星金甲を配列してみる．

一

　Andr・meda は AR迄ICアgnu・ は V378迄 Pavo は SY迄
Antlia は RS蓬 Delphinus は TV迄

Peσasus　b

は DM迄
Apus は VW迄 Dorad‘） は RZ迄

Perse11S
は BB迄

　　　．`qua「1us は dz迄 Draco は YY迄 Phoen｛n は RZ迄
Aquila は V341迄 EquuleUs は W　迄 Pictor は RU迄
Ara は BV迄 Erid日nus は 4R迄

Pisces は SZ迄
　・`r夏es は RV迄 Fornax は SS迄 Pisc．　Aust． は RU迄
　　・`urlga は BD迄 Gemin三 は BC迄 Puppis は AF迄
Bgotes は ux迄 Grus は X　迄 PySC1S は w　迄
Caelum は T　迄 Hercules は DX迄 Reticulum は T　遙
Camel・P． は SZ迄 Hor・10glum は RS迄 Sagitta は UW迄
Cancer は TU迄 Hアdra は wz迄 Sagfttarius は V524迄

Can。　Ven． は SX迄 Hydrus ば SY迄 Scorpi・ は V379迄

C灸n．Maj・ は UV迄 Indus は RW迄 Sculpt・r は uu迄
Can．　Min． は wZ迄 14acer亡a は Co迄 Scutuln は CI迄
Capric・rn・ は WZ迄 Leo は TZ迄 Serpens は AL迄
Carina は GO迄 Leo　M量n． は Y　迄 Sextans は X　迄
Cassicpeia は CH迄 Lepus は RT迄 TaUrus は AM迄
C出taur は v341迄 Libra は VY迄 Telescopium は TY迄
Cepheus は AL迄 LUI）us は CS迄 Trねngulum は RS迄
Cetus は Su迄 Lynx は RU迄 Triang・Aust・ は EE迄
Chemeleon は u　迄 Lyra は FH迄 Tucana は XZ迄
Circlnus は AD迄 Mensa は w　迄 U・sa　Maj． は UY迄
Columba． は RR迄 Micr・sc・P・ は Z　迄 Ursa　Min。 は X　迄
Coma は TT泡 Monoceros は BM迄 Vela は AM迄
Corona　Ausr． は DS迄 Musくa は BH迄 Virgo は AY迄
Corona　Bor． は RZ迄 Norma は HQ迄

Volans は X　迄
Corvus

Crater

Crux

はW迄Octa．ns　ぱTU迄Vulpecula　はBM迄
はX迄OphiuchusはV451迄
は　AC迄　　Orion　　　　は　FR迄

　第2表は週期100日以下の攣i星の要素で，此等の星の大多数はセフエ型のものであ

る．此の申で，1920年頃に故中村要君が登配したZZ　Perseiといふ星は，近年B〔・d（・kia

氏の槻測により琴座β型の壁星といふことが知れたので，第3表の方へ移された・

　第3表は蝕攣星で，アルゴル種と琴諸種とを含むものである・

第4表はA部に南緯23。以北の虫封の赤経赤緯を揚げ・B部に南緯23。以南のも

のを掲げてみる・
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　　　　559　　　　　　最小自色蟻星A．C．十70。8247

　之の星は1934年Kuiper氏に依り登見された白色爆星であるが〔P・A・S・P・46287，

（1934）〕其後Adarns，　Humason爾氏〔P・A・S・P・47，52，（1935）〕やカイバ1氏自勇

の槻測等から此の星は分光型はOo型で有敷温度28000度なる事が鋼明した・

　窩眞光度は13．12等；級，從って目零光度は13・50等級となる・親差はシレシンジヤi

氏の表では0！ノ065±O！！011となって．みるが固有運動が年々0・”52であるから瞬時は

0！ノ06やO．05vよりすっと小さくはあり得ない・故に可能性ある3個の君田にi回し絶

封光度，牛脛，密度を計算すると・

観差　絶i封光度　　　　　牛　　　径
ノ　

0．050　12，0　太陽の0．0062倍　地球の0・68倍

0．065　　　　12．6　　　　　　，，　　0．0048　　　　　　，，　　0．52

0．080　　　　13．0　　　　　　，，　　0．OO39　　　　　　，，　　0．42

　密　　度

水の6000000倍

，，　13000000

，，　25000000

　之の密度は質量が太陽に等しいとした時の値であるが，種々假定をした結果質量は

太陽の2．8倍を得，從って雫均密度は水の36000000倍となり・中心密度は900000000倍

となる・即ち之の星は直：径が地球の牛：分で，僅か2野牛立方の重：さが630噸あり，シリ

ウスB星の密度の約1000倍に當る：事になる．

　此の星で特に興味ある事は大氣の厚さであって，地球では5粁上昇して轡屋が牟分

になるのに，之の星は僅か15糎で申分になる・從って30糎で4分の1，1：米市で1000分

の1，5米では10億分目1となる・だから之の星の大氣の厚さは4・一5米以内しかあb

得ないわけである・〔P．A．　S．　P．47，300，（1935）〕

　　　　540　　　　　　低銀緯の銀河外5草江
　　　　　　　　の
　IC　10（ec＝・014．9，δ＝十58。45t，1900）は1915年にリック天文塁でH・D・Curtis氏

に依り撮影された〔Lick　O・publ・15，18，（1918）〕銀経87。，銀緯一30の星霧である・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　　　　わ
最近再び同天文墓でPopper氏とMユyaU氏が2及2．δの露出で撮った乾板に依れ

ば，之の黒門は低銀緯にも關はらす銀河外回霧の構造を有し，淡い核の周りに螺旋状

を示してみる・

　　　　　　　　　　レ　の
　N・G・C・1569（α＝421・4，δ誕＋64。38／1900）はBaade．氏がマゼラン雲型として

みる〔A・N・245，303，（1931）〕・最近リックで撮った分光爲眞に依ると早期型であっ

て，藪本の線から求めた競線速度は一32±22粁の秒速を示す・小さい負視線速度と，

低銀緯（十12。）とから丈け考へると如何にも銀河馬鐸の様であるが，直接寓眞から見

れば朋らかに銀河外不規則星霧の構造を示してみる・從って之は銀河に近い小さな星

霧かも知れないが今の所まだ確定出時ぬ，
　　　　　　　　　ぬ　　　
　N・G・C・2366（ct・・718・3，δ　＝・十69。i3ノ，1900）もカ1チス氏の槻測に依れば〔pabi・

Lick　O．13，24，（1918）〕6’×3ノの面積に損がる不規則螺旋朕で・既に藪多の星駿凝結が

あると蓮べてるる・最近リックでの分光爲眞に懸れば，早期型で上記NG．C・1569
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とよく似たスペクトルを示し・曲線多度は＋】23±12秒遅である・之の観速度と銀緯

＋29。と外形とから明らかに銀河外不規則星霧と思はれる・〔P・A・S．P．47，317，1（935）〕

　　　　541　　　　　　小遊星1091個の軌撹研究縫覧

　1936年の新年早々，米國バ1クレイの天丈塁からContribution第2號として“Research

surveys　of　the　Orbits　and　Perturbations，　of　1（inor　Planets　1　to　1091　from　1801．0　1929．5”

といふ表題の・540頁もある大冊の研究報告を受領した・之れは主任者A．O．Leusehner

博士の指揮の下に此の天文黎が過去潮岬を費して纒め上げたもので，小遊星第1號（セ

レス）から第1091號ま．での軌道要素と，其の撮動研究の，1929年申頃までに登表され

ナこ総ての結果を総覧的に集めた大事業である・言ふまでもなく，小遊星とは火星と木

星との問に大部分が軌道を持ち・1801年にビヤジが第1號セレス星を特認して以來，

年々多くのものが登見されて，最早今年中には1400ケにもなるだろうと思はれる遊星

群である・星の騰纒が小さいので，望遠鏡にも恒星のやうに見えるに過ぎす，形や表

面模様は殆んど不明であるが，只，研究は主として其の多種多様の軌澄そのものに興

味が集中せられ，蘇に藪が多いの払質量が小さくて木星や土星などの撮動を著しく

受けるため種々の特異な運動をするのとで，研究と槻測との興味は旧きない・．こんど

の此のLeuschner氏の野芝物は，こうした小遊星の軌道研究上に一大光明となって諸

學者を導くだろうと思はれる．

　　　　542　　　　　　最短過期の眼親蓮星

　等差の大きい星の中から蛍見されt：　1重星の内で，B・D・一8。4352星は週期が非常

に短かい連星である事が到った・今迄に知られてみる眼親連星中で，10年以内の予期1

を持つ星は僅かに7個しかなく大熊座ξ星の1・83年とシリウスBC星の2・8年が最も

短かいものであったが，上記の星はKuiper氏がリック滞在申に観測した結果，週期

は約1・66年で，殆んど円運動をしてみる・即ちe及iが0に近いので，見掛の距離

を長牛径と假定すればa“0・”185，叉卒均野川は0！〆148であるカ・ら，爾星の距離は

1・25天職軍門，質量の和はO・71◎となる・門門の光度差は小さいから質量を等しいと

すると，質量が最も小さい星として知られてみるのは下表の様になる・〔P・A・S・P・

48，　19，　1936）

　星　　叫

ぶ4352ｿ
クリウゲル60A

エリダンO。C

クリウゲル60B

縄勤光度

　10．80

　］lo　9t　3

　12．86

　13．51

質量

e．357＠

O．232

e．2ee

O．155

　　　　545　　　　　　南宇球にある流星輻射髄の裏

　＝ウジiランド天文曲調の流星部長R・A・Mc工ntosh氏は8年間の長い襯測結果に

よb，南赤緯を有する流星の輻射黙の一十表を昨年英田ロ1ヤル天文學會に饗表した．
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表示された輻射黙の総籔は320ケ日，赤輕の順に配列し，之れに順番を附し，」又，之

れ等の出硯期と，中に含まれる個々め輻射瓢の藪と，附近の恒星叉は星座の名を墾げ

てるる．吾等の南米或は其の他の南洋方面に居る會員たちに認れは頗る重要のものと

思ふので，今後，干れを各月に分けて，日附の順序に心し代へ，天象欄に載せること

とする・勿論此等の流星群の多くのものは．北牟球に住む者にも見えるものであみ

CT．N1N．　95，　70！）

　　　　544．　　　　　　BOSS目録5970番星の要素

　来國マデ〃露虫ワシボ1ン天丈塁ではボス目鎮5070番星1ゐ1920年にHarper氏

が分：光電星としての要素を登表した〔Pub・AAS・4，219・〕のを見，之れ光度襯測を始

め，光電光度計で1923年以來7年間練行，近日此の研究結果をG・E・Kron氏が登表

した〔ApJ・82，225〕其れによると，

光電油壷は

　週　　期

　虫要極小

　第2樋小の位相

　平素蝕の量

　第2蝕の量

　牛僅の比

P

t
l
trち篇

。ζ雪

er1

1
｛

　　12．426⑪日

J．D．2423587．145

圭要極小の光損1一遍

第2趣小の光損　1一）11

首星の光揮　　　Ll

扇星の光輝　　L2

5，350日

O．9，　50

0．389，

0．36

0．loo

O．073

0．812

0．188

　表面光輝の比（光電的）J1／∫20・56

　　　　　　　　　　　　　　　む　軌道の傾斜　　｛　　　　72．16

　首星の牛堀　　r】　　　　　0．347

　件星の牛径　　　r2　　　　　0．125

故に上記を組み合はせて

首星の質量

伴星の質量

首星の牛語

論星の牛樫

首星の密度

山色の密度

mユ

m壼

r
1
1’

P
l

P・．，

9．7×＠

7．3x＠

9．6

3．4

0．Oll

O．178

・雨曇（中心）間の距離a38．2×106粁

絶封光電光度　｛跳

視　　差　　　π

首星の光輝　　Ll

官憲の光輝　　L：1

　一2．04

　－O．45

⑪．0029ノノ

870×＠

200×＠

1但しHarper氏の分光的要素は

軌道の離心率

親心速度

加島瓢の経度

質量函籔

545 二重星h4764の俘星は蝕愛星

e

r
龍

2

｛1）

f

　　O．L）22・

］88．02粁／秒

　l15．750

　　0．9940

　南天の狼星座にあるh4794といふ二重星（赤輕15h36．lm，赤緯一51。31ノ，分黙

1900・0）の俘星が饗星であることはVan　Gent氏が炎見しナこ・此の寒星は首星よりの

距離13”，位置角148。にある微光星であるが，1933年來南阿にあるエール大學田張

所でH．LALden氏が爲眞観測を紀行した斯では，此の星はアルゴル式の蝕攣星で，
　　　　　　　　　ロ
　　　　　　週期；8．58313　　　　　　　　極小；エD．2427114．235

　　　　　　皆既食照臨緻時間＝0．43　　　光度10．3－11，5

であることが列明した・ζA∫・1035〕
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　　　　546　　　　　固有運動大なる微光星

　リック天：文豪のMayall氏は銀河外星霧NGC　7769－71附近を撮影iした2赦の乾板

（19i9年8月24日と1935年8月3日）を調べTみる内，微光星で可成り大きい固有運動星

を登黙した・之の星の概略の位置は1900年の春分でαζ23h462m，δ；＋19。33！にあ

り大江BD十19。5163の眞西に近い・爲眞：光度はカプタイン氏の撰修星野91と1回の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノダ　　　　　　ノ　
比較で17・0を得てみる・最小自乗法に依り求めた固有蓮動はP＝　O．886±0．028で，位

置角は99。となった・色指数は決定されてるないが，クロスレイ反射鏡での眼競観測

に依れば，爲眞光度の等しき附近の星よりは相當明るく見えた由・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　因に，篤眞光度16等級前後の微光星で固有蓮動0．50以上のものを集めると，

　　星　　名

L　169　一40

Wolf　i530

L　30－61

L　97－12・）

S．　．A．．　80　No．　158

1，3．　D．　一70tt，65．2　d

XE’olf　611

L　“一60

L　16i－38

N．　ro．　24

XVo］f　l　lOO

瑠眞光度　rY’

　16　O．54

　］7　O．78

　17’．7　O．51

　16　2．09
　15．6　O．64

　］6　1．9－1

　16．1　1．54

　16　O．74

　］6　O．80

　11．z）　O．6，5

　16．5　O．9．　2

　16　O．52
　ユ7．0　　　⑪．89

a（1900）

　h　　m
O　O．8

1　，39．．7

4　3．6

7　52．6

12　10．6

13　Lt4．9，

ユ552．2

17　59，　．O

18　57．7

19　40．6

19　5・　8．3

20　53．4

－9，3　46．L？

δ（1990）　　　　　　女　　　　献

　　む　　ダ
＿16　38　　A．rJ．979

÷1651　　　　7t

－7854　　　　，，

一6730　　　　，，

十15　1　Radcliffe　Cat．

一811　AL．　J．979

十　5　26　　L．0．B．344

－77　8　A．JL　979

－1343　　　　，，

＿63　4　　　　，，

＋2931Mt．　W，　C。ntr．412

十56　10　　L．O．】3．344

一←1933　　1）．A．．　S．　P．47

絢ほ斯る微光星で固有蓮動大なる星が如何に少ないかを知る材料として，ヰルソン

出及ラドタリフ天文塁で調べたカプタイン揮撰星野に就いて統計を取ってみやう・ヰ

ルソン山では全天の1／1500の面積を調べ〔Mt．　W．　Contr．412，（1930）〕ラドタリフで

は全天の1／224を調べTみる（Radcliffe　catalogue　of　Proper　Motions　of　the　selected

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ
Areas　1－U5，　ig34）次φ表は此等の材料から得たti＞）0．50の星野及頻度を示す・

　光　度

12．1－13．0

工3．1－1．4，0

］4．1－15．0

］，5．．1－16．O

16．1－17．O

　　　tt

星数　　全天面積の

1　1／224
／　T／224

P　1／224
（2）　〈1／224）

1　］，f150

小叩数

1600000

3’　SOOOOO

8500000

18000000

37000000

　　頻度

　7000｝こ1f固

17000｝t1個

11000に1個

（40000に1個）

25000に1個

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ
　即ちμ≧0．50の星は15000～20000に1個の割で，μ》1．00の星は恐らく，100000に

工個の割合しか存在しないであらう．〔P・A．S．　P・47，515，（】935）〕


